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陳
情
を
不
採
択
と
す
る
委
員
長
報
告
に
対
し
て
、

本
会
議
の
採
決
に
先
立
ち
、
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染
を
防
止
の
た

め
の
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
陳

情
」
を
不
採
択
と
す
る
委
員
長
報
告

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
お
り
、

そ
の
検
討
結
果
に
よ
り
広
域
的

に
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

考
え
、
本
陳
情
を
不
採
択
と
す

る
委
員
長
報
告
に
賛
成
す
る
。

　

反
対

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

熊
崎
真
智
子　

議
員

　

喫
煙
は
生
活
習
慣
病
の
す
べ

て
の
危
険
因
子
と
な
っ
て
お
り
、

受
動
喫
煙
な
ど
短
期
間
の
少
量

暴
露
に
よ
っ
て
も
健
康
被
害
が

生
じ
る
。
世
界
中
で
健
康
増
進

の
た
め
の
法
整
備
が
進
む
中
、

日
本
は
遅
れ
て
い
る
。

　

健
康
あ
き
し
ま
を
目
指
す
基

礎
自
治
体
と
し
て
、
条
例
の
早

期
制
定
は
必
然
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
本
陳
情
を
不
採
択
と

す
る
委
員
長
報
告
に
反
対
す
る
。

　

反
対

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

お
お
た
け
貴
恵　

議
員

　

放
射
性
物
質
に
つ
い
て
、
大

気
汚
染
防
止
法
と
水
質
汚
濁
防

止
法
で
は
環
境
基
準
や
規
制
基

準
、
罰
則
が
な
く
、
そ
の
他
の

公
害
関
連
法
で
は
適
用
除
外
と

さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
法
整
備

を
先
送
り
す
べ
き
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
市
議
会
が
意
見
書
提

出
に
取
り
組
む
こ
と
こ
そ
、
二

元
代
表
制
と
し
て
重
要
で
あ
る

と
考
え
、
本
陳
情
を
不
採
択
と

す
る
委
員
長
報
告
に
反
対
す
る
。

（
４
面
下
段
よ
り
）

質
問　

国
全
体
の
中
で
の
教
育

費
を
確
保
し
、子
ど
も
た
ち
へ
、

未
来
の
日
本
へ
投
資
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。
教
職
員
定

数
の
増
に
よ
り
見
込
ま
れ
る
効

果
に
つ
い
て
、
所
見
は
。

答
弁　

子
ど
も
に
向
き
合
う
時

間
を
確
保
し
、
質
の

高
い
授
業
や
個
に
応

じ
た
指
導
が
行
え
る

と
と
も
に
、
業
務
改

善
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

質
問　

教
員
の
負
担
感
が
増
し

て
い
る
現
在
、
部
活
動
の
指
導

に
つ
い
て
、
外
部
指
導
員
の
積

極
的
な
導
入
と
有
効
的
な
活
用

に
対
す
る
考
え
は
。

答
弁　

新
た
に
顧
問
教
諭
の
指

導
、助
言
な
し
で
指
導
可
能
な
、

特
別
な
指
導
員
を
配
置
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
る
。

質
問　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

質
問　

熊
本
地
震
か
ら
学
ぶ
災

害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
、
①
飲

料
水
以
外
の
生
活
用
水
の
確
保

は
。
②
災
害
時
に
生
活
用
水
と

し
て
利
用
で
き
る
井
戸
の
数
と

地
域
住
民
へ
の
周
知
は
。
③
女

性
や
弱
者
の
視
点
か
ら
の
地
域

住
民
に
よ
る
避
難
所

開
設
訓
練
を
し
て

は
。
④
立
川
基
地
跡

地
内
に
整
備
予
定
の

学
校
給
食
共
同
調
理

場
は
災
害
時
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
都
市
ガ
ス
と
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
併
用
の
施
設
に
す
べ
き
。

答
弁　

①
学
校
避
難
所
で
は
、

プ
ー
ル
の
水
の
使
用
や
、市
民
、

質
問　

あ
る
医
療
機
関
で
は
、

戦
争
法
廃
止
の
た
め
の
署
名
活

動
と
し
て
、
患
者
や
そ
の
家
族

に
署
名
の
協
力
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。
患
者
の
中
に
は
断
る
と

今
後
、
診
て
も
ら
え
な
く
な
る

の
で
は
と
の
不
安
か
ら
、
や
む

な
く
署
名
に
応
じ
た
方
も
い
る
。

医
療
を
受
け
る
側
が
不
安
を
抱

く
よ
う
な
行
為
に
つ
い
て
の
所

見
は
。
ま
た
、
病
院

に
対
し
注
意
や
指

導
は
で
き
る
の
か
。

答
弁　

医
療
法
上
、

医
療
法
人
の
政
治
活

動
を
禁
止
す
る
規
定

は
な
く
、
現
時
点
で
違
法
な
活

動
と
判
断
す
べ
き
で
は
な
い
と

認
識
し
て
い
る
が
、
医
療
を
受

け
る
側
が
不
安
を
抱
き
、
信
頼

関
係
に
ひ
び
が
入
る
よ
う
な
活

動
は
適
切
で
は
な
い
と
考
え
る
。

病
院
へ
の
監
査
権
限
は
都
が
有

質
問　

学
校
教
育
に
つ
い
て
、

①
平
成
27
年
度
の
い
じ
め
・
不

登
校
の
数
は
。
②
不
登
校
へ
の

対
応
は
。
③
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

と
の
連
携
や
、
授
業

料
の
一
部
補
助
を
行

う
考
え
は
。④
今
後
、

学
級
満
足
度
調
査
の

回
数
や
内
容
の
拡
充

を
図
る
べ
き
で
は
。

答
弁　

①
い
じ
め
の
認
知
件
数

は
小
中
学
校
と
も
に
48
件
。
不

登
校
は
小
学
校
で
28
人
、
中
学

校
で
76
人
。
②
学
校
と
家
庭
の

連
携
支
援
員
等
を
活
用
し
、
不

登
校
者
数
の
減
少
に
努
め
て
い

る
。
③
国
で
は
フ
リ
ー
ス
ク
ー

に
つ
い
て
、
次
期
学
習
指
導
要

領
に
は
必
修
化
に
向
け
検
討
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、
考
え
は
。

答
弁　

要
領
の
改
訂
の
動
向
を

見
据
え
な
が
ら
、
小
中
学
校
で

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
含

め
た
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に

事
業
所
で
は
、
く
み
置
き
や
河

川
水
等
を
活
用
す
る
。
②
112
本

あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
や
所
有
者
宅
で
の
表
示
方
法

を
検
討
し
て
お
り
、
所
有
者
の

了
承
を
得
た
上
で
周
知
し
た
い
。

③
今
年
度
よ
り
、
地
域
の
特
性

し
て
い
る
た
め
、
情
報
を
整
理

し
必
要
が
あ
れ
ば
、
当
然
、
都

へ
も
報
告
す
る
。

質
問　

平
和
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
①
こ
れ
ま
で
の
施
策

と
今
後
の
課
題
は
。
②
平
和
安

全
法
制
は
国
際
社
会
の
平
和
と

安
定
を
実
現
す
る
た
め
、
紛
争

や
課
題
に
対
す
る
備
え
を
万
全

に
し
、
対
話
に
よ
る
解
決
の
流

ル
と
の
連
携
や
位
置
付
け
の
検

討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
動
向

を
注
視
し
研
究
し
て
い
き
た
い
。

④
教
員
か
ら
は
客
観
的
な
評
価

が
得
ら
れ
、
指
導
に
役
立
っ
た

等
の
意
見
も
あ
っ
た
。
今
年
度

も
実
施
す
る
中
で
学
校
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
検
討
す
る
。

質
問　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
確
立
に
つ
い
て
、
①
現
状

に
係
る
自
治
体
の
負
担
が
大
き

い
。
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
弁　

①
発
生
抑
制
と
再
使
用

の
促
進
に
係
る
啓
発
や
資
源
化

の
促
進
等
の
施
策
を
実
施
し
、

減
量
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

②
法
改
正
も
含
め
、

拡
大
生
産
者
責
任
の

強
化
等
、
制
度
の
抜

本
的
見
直
し
を
、
東

京
都
市
長
会
か
ら
要

請
を
重
ね
て
い
る
。

質
問　

特
別
支
援
学
級
等
の
通

学
で
、
緊
急
に
保
護
者
等
が
付

き
添
え
な
く
な
り
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
の
調

整
も
つ
か
な
か
っ
た
と
き
は
。

答
弁　

市
の
窓
口
で
相
談
を
受

け
た
場
合
、
関
係
者
や
関
係
機

関
、事
業
所
等
に
相
談
な
ど
し
、

教
育
を
受
け
る
権
利
が
守
ら
れ

る
よ
う
に
対
応
を
し
て
い
る
。

和
の
大
切
さ
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
、
各
種
平
和
事
業
を
展
開

し
て
き
た
。
一
方
、
戦
争
を
経

験
さ
れ
た
方
も
高
齢
に
な
り
、

語
り
部
が
少
な
く
な

る
中
で
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
平

和
の
尊
さ
を
語
り
伝

え
て
い
く
こ
と
が
従

来
に
も
増
し
て
大
切

だ
と
考
え
て
い
る
。
②
平
和
安

全
法
制
は
他
国
か
ら
の
武
力
攻

撃
に
対
す
る
抑
止
力
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
日
本
を
海
外
で
戦
争
が
で

き
る
国
に
す
る
た
め
の
戦
争
法

で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

源
も
そ
ろ
っ
て
い
る
地
域
か
ら

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
始
め
、
昭
島
モ
デ
ル
を
確

立
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

答
弁　

①
第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
き
各
種
施
策
の

推
進
に
努
め
る
中
、
医
療
と
介

護
の
連
携
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
②
個
別
地
域
ケ
ア
会
議
は

年
４
回
、
地
域
ケ
ア
推
進
会
議

は
年
２
回
程
度
の
開

催
を
予
定
。
③
保
健

師
の
配
置
等
、
一
定

の
対
応
に
努
め
て
い

る
が
、
総
合
的
な
検

討
に
よ
り
、
将
来
を

見
据
え
た
体
制
の
整
備
が
早
期

に
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
。
④
地
域
資
源
が
あ
る

程
度
そ
ろ
っ
て
い
る
地
域
で
率

先
し
て
取
り
組
み
、
他
の
地
域

に
波
及
し
て
い
く
方
式
も
十
分

検
討
に
値
す
る
と
考
え
て
い
る
。

一 般 質 問
（ 要 旨 ）

つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
、

過
度
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、

よ
り
教
育
効
果
を
上
げ
る
ツ
ー

ル
の
一
つ
と
し
て
認
識
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。所
見
は
。

答
弁　

教
員
が
児
童
生
徒
の
実

態
や
学
習
内
容
に
応
じ
て
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
り
、
体
験
的
な

学
習
を
取
り
入
れ
た
り
す
る
な

ど
、
効
果
的
な
学
習
方
法
を
行

っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

質
問　

移
動
教
室
や
修
学
旅
行

な
ど
の
体
験
学
習
は
、
教
育
的

効
果
や
そ
の
費
用
対
効
果
の
考

慮
を
要
す
る
が
、
子
ど
も
た
ち

に
は
生
き
る
力
を
得
る
た
め
の

直
接
的
な
体
験
と
な

る
。
今
後
の
考
え
は
。

答
弁　

平
成
30
年
度

を
目
途
に
全
小
学
校

で
２
泊
３
日
、
山
梨

県
及
び
八
ヶ
岳
方

面
で
実
施
予
定
。
１
人
当
た
り

の
費
用
の
学
校
間
の
差
を
少
な

く
し
、
よ
り
よ
い
体
験
活
動
が

で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い
く
。

れ
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
戦
争

法
と
の
批
判
は
安
全
保
障
環
境

の
変
化
に
向
き
合
お
う
と
し
な

い
無
責
任
で
根
拠
の
な
い
言
い

が
か
り
で
あ
る
。
市
と
し
て
本

当
に
戦
争
法
と
考
え
る
か
。

答
弁　

①
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平

や
要
配
慮
者
、
女
性
等
の
視
点

を
取
り
入
れ
た
学
校
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
訓
練

等
を
実
施
、
検
証
す
る
。
④
災

害
時
で
も
稼
働
可
能
な
施
設
と

し
て
設
備
等
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

ご
み
の
対
策
に
つ
い
て
、

①
ご
み
の
減
量
は
発
生
抑
制
の

推
進
が
重
要
で
あ
る
が
、
所
見

は
。
②
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

と
課
題
は
。
②
地
域
ケ
ア
会
議

の
こ
れ
か
ら
の
開
催
予
定
は
。

③
超
高
齢
社
会
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
専
門
職
の
配
置
等
に
よ

り
市
の
組
織
体
制
を
見
直
す
考

え
は
。
④
要
介
護
率
や
高
齢
化

率
が
高
く
、
あ
る
程
度
地
域
資

太陽をいっぱい浴びて

　

賛
成

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

木
﨑　

親
一　

議
員

　

放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
別

措
置
法
の
施
行
や
環
境
基
本

法
、
大
気
汚
染
防
止
法
等
か
ら

の
適
用
除
外
規
定
の
削
除
な

ど
、対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
全
国
市
長
会

を
通
じ
要
請
し
て
い
る
原
子
力

発
電
所
事
故
へ
の
対
応
や
原
子

力
の
安
全
・
防
災
対
策
の
充
実

な
ど
を
求
め
て
い
く
時
期
で
も

あ
り
、
本
陳
情
を
不
採
択
と
す

る
委
員
長
報
告
に
賛
成
す
る
。

　

反
対

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

荒
井　

啓
行　

議
員

　

い
ま
だ
に
高
濃
度
の
放
射
性

汚
染
水
の
放
出
な
ど
、
生
命
や

環
境
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
原
発
事
故
は
重
大
な
人

権
侵
害
で
、
国
は
環
境
汚
染
を

未
然
に
防
止
す
る
責
務
が
あ
る
。 　

一
刻
も
早
く
放
射
性
物
質
に

よ
る
環
境
汚
染
を
防
止
す
る
た

め
に
も
、
放
射
能
汚
染
防
止
法

（
仮
称
）
の
制
定
は
必
要
で
あ

り
、
本
陳
情
を
不
採
択
と
す
る

委
員
長
報
告
に
反
対
す
る
。

変
わ
り
ゆ
く
教
育
の

諸
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団
　
三
田
　
俊
司
　
議
員

平
和
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

公
明
党
昭
島
市
議
団
　
渡
辺
　
純
也
　
議
員

在
宅
で
医
療
・
介
護
が
受
け
ら
れ
る

　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
内
山
　
真
吾
　
議
員

熊
本
地
震
か
ら
学
ぶ

災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
篠
原
　
有
加
　
議
員
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